
　徳島の皆さん、モラエスというポルトガル人を知っていますか？徳島大学に在籍してそろそろ五年目になる
私は、ほとんど知りませんでした。知っているのは、眉山に銅像が建っていること、それほどの偉い人なんだろ
うな、と想像するだけの人でした。
　そんな私が、徳島大学総合科学部でモラエス研究会が発足するということを聞き、急遽参加することに
なりました。7月末の日曜日、失礼ながら大した人数はこないのでは？と予想していた私の目に飛び込んで
きたのは、1号館の307号室を埋めつくす20名以上のモラエスを愛する社会人の方々の姿でした。
　会が終わってから「モラエスの日本随想　徳島の盆踊り」という本を読みました。（好奇心のままに出席した
ので、予習なんかはしていなかったのです。）この本は、モラエスが1914年3月5日からの徳島の一年間の
様子を、祖国ポルトガルの新聞『ポルト商報』に紹介したもので、のちに単行本化されポルトガルで出版さ
れたものです。日本人の私たちが“伝統”と一括りにしていることに着眼し、モラエスという人間の主観を通し
て綴られたその、「日記のような随筆のようなとりとめのない覚えがき」は、当時の徳島を非常に細かく生き
生きと描いていました。最初は随筆を書くだけで有名になるのだろうか、と思っていた私でしたが、読み進め
ていくうちに、おそらく、徳島を愛する人たちからみると、このモラエスという異人の残した言葉によって、とても
優しくて暖かで愛しい存在に見えるのだろうなと感じました。
もし、徳島が好きなら、一度は読んでみてはいかがでしょうか。
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〈１０月の行事予定〉

　学生支援室では、Skypeを使った国際交流を
行っています。　現在は、モンゴルビジネス大学と、
韓国慶北大学の学生さん達とインターネットを通じ
て、お互いの文化や教育、興味のあることなどを話
し合っています。
　
　どなたでもご参加いただけますので、リアルタイムで
海外の学生さんと交流してみたい！という方は、ぜひ
お越しください。
言語は日本語でOKですのでご安心ください。

　〈今後の予定〉
　・モンゴルビジネス大学とのスカイプ交流
　　　10/19（火）、21（木）の12：15～12：45
　・韓国慶北大学とのスカイプ交流
　　　10/21（木）、28（木）の17：00～17：50

　　　　　　どうぞお気軽にお問い合わせください！どうぞお気軽にお問い合わせください！

　今年はすさまじい猛暑でしたが、みなさまお変わりございませんで
したか？
　10月1日から後期の授業が始まりました。
　授業に参加して下さっている社会人ボランティアのみなさんも、
新しい授業、新しい学生と触れ合うことを、心から楽しんでくださ
っているようで、生き生きとした学びの姿は学生にも大きな影響を
与えているようです。
　学生がキャンパスに帰ってくることで、大学の表情も私たちも、夏
休みムードから一気に秋の雰囲気へと変化していきます。
　この夏はいつまで続くの！?と思っていたのに、季節はちゃんと巡っ
て、彼岸花が咲き、金木犀は香り、栗やさつまいもがお店に並ぶ
ようになりました。
　私たちはこの季節が教えてくれる自然の素晴らしさや不思議さ
から多くを学び、自然が与えてくれるたくさんの恵みによって生か
されていることを改めて感じます。
　秋は活動の全てが実りを象徴しているように思えて、春や夏にも
うちょっと頑張っていたらなぁ～と後悔しつつ、食欲だけはもう冬の
準備（笑）
　それでも、毎日少しずつでも体を動かすこと、本を読むこと、そして
何事にも一呼吸置くこと、を心に決めた今年の秋です。
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